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櫛形小学校の学校運営を様々な立場の方からアドバイスをいただき、ともに学校の運営を考

えていただく会議が学校運営協議会。学校運営協議会委員のみな様には、1年間、大変お世話

になりました。本年度も産品方面への通学路の残りの部分改修、年２回の除草作業、さらに、

プール清掃についても櫛形地区自治会の皆様に働きかけいただき、学校運営協議会委員様のお

力添えで地域の皆様のお力をお借りして実施させていただくことができました。また、櫛形地

区防災訓練においても、子どもたちの参加を快諾いただき、子どもたちと共に防災訓練を実施

していただくことができました。 

今回の会議では、子どもたちの代表として児童会役

員が出席し、児童会活動や学校行事などを自作のプレ

ゼンテーションで報告しました。学校運営協議委員様

からは、「プレゼンテーションや発表原稿を自分たちで

作成していてすごいです！！」というお言葉をかけて

いただき、とても感心されていました。 

1年間を振り返って、学校運営協議会委員様よりい

ただいた櫛形小学校への評価・意見をまとめました。

ご一読ください。学校運営協議委員のみな様、1年間、ありがとうございました！！ 

（ 満点４ 目標値 3.5 赤：達成 青：努力を要する ご意見の一部を掲載） 

項目・評価 ご意見・感想・助言など 

確かな学力を身につけ
る子どもを育てます。
（授業改善・授業づくり）
【評価点：3.7】 

・今年度からの複式学級も国語や算数は別教室で授業を行えるようにしていて、先生方の
努力がうかがえる。子どもは学びやすいと思う。 
・少人数での教育活動により、きめ細かい指導を行っていただき感謝しています。 
・読書活動には課題が多いですが、保護者とも連携して、更なる取組の強化を希望しま
す。 

仲間づくりを基盤に、互
いに認め合い、つなが
り、高め合える子どもを
育てます（人権教育）
【評価点：3.6】 

・少人数の良さを生かし、仲間づくりの取組の深化、充実を感じています。しかし、少人数
がゆえに、個々の児童のレッテル（固定観念）が定着してしまうデメリットもあるので、個々
の児童の多様性を認め合えることができる児童の育成をお願いします。 
・日頃の子どもたち同士の何気ない会話の中に、人を傷つける言葉が聞かれる。言葉の大切
さ、今後もご指導お願いします。 

心豊かで、気持ちのよ
いあいさつができる子ど
もを育てます（生徒指
導） 
【評価点：3.3】 

・様々な要因により、あいさつが苦手な児童もいると思いますが、教職員や児童会が中心
になり、粘り強く取り組んでいただいています。児童一人ひとりに挨拶をすることによる
成功体験（満足感）を味合わせていただけたらと思います。 
・自分から進んで挨拶をしてくれる児童は少なく、毎日会っている先生や支援員には適当
な挨拶になっている子が多い。しっかりと挨拶できるようになってほしいと思う。 

保護者や地域、関係機
関と連携・協力し、信頼
される学校づくりに努め
ます（保護者・地域連
携）【評価点：3.7】 

・「くしがたコンサート」「地域の防災訓練」において、保護者や地域の方と連携した活動が
行われていると思いました。“練習の成果”がはっきり出ていてよかったです。子どもたち
が頼もしく思えました。 
・学校だより、ホームページ、地域の回覧版など、保護者や地域への発信ありがとうござい
ます。地域もさらに学校との連携を深めて協力していきたい。 

協働的・互助的な学校
経営を進め、教職員の
働き方改革を推進しま
す（職場づくり） 
【評価点：3.6】 

・子どもの数が減る中、先生たちの数も減らされ、負担も増えて大変だと思います。保護
者からの意見や提案等、精神的にも疲れたりすると思いますが、頑張ってください。“教職
員の”働き方改革応援します。 
・たくさんの行事もあり、先生方、大変だろうなと思います。行事の精選も必要ではない
かと思います。先生方、健康に十分気をつけてください。 
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校長のひとりごと 

 早いもので、今年度もあと１０日。卒業式は来週の金曜

日となりました。６年生は小学校生活を惜しむように、一

緒に遊んだり話をしたりする姿をよく見かけます。校長室

前のソファーにもよく遊びに来てくれています。何をする

わけでもないのですが、そんなひとときが愛おしいようで

す。それぞれの進路に向けて期待とちょっぴり寂しさと…

そんな感じなのかもしれません。 

コロナ禍のまっただ中に入学してきた６年生。入学した

と思ったら、休校でした。やっと学校に来られるようにな

ってもいろいろなことに制限があり、様々な行事が中止に

なる寂しい小学校生活のスタートでした。卒業式こそ

は！！心に残る温かな式になるよう、教職員でしっかり準

備をし、保護者様、地域の方、ご来賓の方、みんなで見送

りたいと思っています。 

  


